平成30年度　第１回建設事業評価審議会都市整備部会議事概要

日　　時　平成30年５月30日（水）　15時15分～17時

場　　所　大阪赤十字会館４階401会議室
出席委員　松島部会長・伊藤委員・恩地委員・北詰委員・酒井委員・藤原委員

（６名）

議　　題　（１）審議対象事業について

　　　　　（２）その他

【議事概要】（◆部会長、事務局等の説明等、○委員の発言、⇒部局等の応答）

（１）審議対象事業について

◆　事務局から配付資料に基づき説明

　資料１　　：委員名簿

資料２　　：大阪府建設事業評価審議会　都市整備部会　運営要領
資料３　　：審議予定案件一覧
資料４　　：審議等スケジュール（案）
資料５－１：事前評価審議案件の概要及び事務局確認内容

資料５－２：再評価（再々評価）審議案件の概要及び事務局確認内容

資料６　　：追加説明資料

資料７－１：評価調書

資料７－２：評価調書（図面）

◆［部会長］
　では、審議に入る。

本日は、今年度の審議対象事業のうち、事前評価案件の港湾事業の説明を聞き、審議を行いたい。

それでは、ご説明をお願いする。

◆［都市整備部港湾局］
資料６「追加説明資料」に基づいて説明。

（堺泉北港　汐見沖地区　国際物流ターミナル整備事業）
・堺泉北港は堺市、高石市、泉大津市の臨海部とその前面の海域

・泉大津沖の埋立処分場である汐見沖地区に水深11ｍ延長260mの岸壁を築造し、泊地浚渫15,500ｍ3を行うもの。
・事業費は20.6億円、内訳としては設計費が2000万円、岸壁工事が20億円、浚渫が4000万円。
・完成予定年度が2024年（平成36年）、平成31年度より設計に着手し、平成32年度から５年間で現場の施工を行う予定。

・B/Cとしては2.6、対応方針（原案）は「事業実施」。

・事業目的としては、一つ目は、南大阪地域の基幹産業の国際競争力の強化を新規岸壁の整備により実現する。具体的には中古車輸出拠点港としての物流機能の強化。

・二つ目は、国際コンテナ戦略港湾阪神港の国際競争力強化への支援を埠頭再編により実現する。

・三つ目は、働き方改革実現に寄与するユニットロードターミナル機能の強化を埠頭再編により実現する。
・堺泉北港の中古車輸出台数は右肩上がりで、全国３位である。輸出先はニュージーランドが最も多く、ミャンマー、マレーシア、ケニアと続く。
・コンテナの取り扱い推移としては、平成29年は前年比1.5倍となる３万TEUを突破し、船社からは、更にコンテナの取り扱いを増加させたいとの要望がある。
・堺泉北港における現状の課題としては、汐見沖地区に岸壁が１バースしかなくPCC船の大型化に対応できないこと、中古車ヤードが分散し輸出岸壁への横持が生じており荷役が非効率となっていること、ガントリークレーンがあるヤードにも中古車が混在していること。
・これら課題に対し、新規岸壁を設置することで、大型PCC船の着岸が可能となり、横持もなくなり、中古車輸出拠点機能が強化されるとともに、助松地区でのユニットロード貨物の特化も実現される。
・without時の輸送の考え方としては、汐見沖地区の保管用地から助松８・９号岸壁までの陸上輸送費用削減便益のみを便益として計上。当初は、マニュアル等により大阪港を設定しており、B/Cが4.6であったが、より厳しい条件で検討を加えた。
◆［部会長］
ご質問等はないか。

○　B/C算出にあたり、以前は大阪港で検討していたが、今回厳しい方ということで堺泉北港にされたが、両方検討していたのか。それとも部会にあたり再度検討したのか。
⇒［都市整備部港湾局］

マニュアルでは他港も代替とできることになっていたが、より慎重に、堺泉北港助松地区内までの横持ちとして再設定した。
○　中古車市場は本当にこんなに伸びるのか。オセアニアは人口が少なく、中古車が満たされれば頭打ちになるのではないか。仮に中古車ニーズが無くなった場合、新規に整備する岸壁の代替的用途も考えているのか。
⇒［都市整備部港湾局］
オーストラリアは車を製造しなくなり輸入に頼らざるを得ない状況。加えて右ハンドルでもあるため今後とも伸びる可能性が高い。アフリカ・アジアについてはポートセールスの際にも伸びていくだろうと聞いている。将来の対応としては、堺泉北港では中古車以外の鋼材や砂・砂利等も扱っているので、これを踏まえ今後検討することとなる。
○　需要に左右されるインフラを考えたときに、産業間競争と港湾間競争の２つの競争がある。産業間競争はニュージーランドで需要があるといっても日本以外のドイツなどから買えばよいといったこと、港湾間競争は堺泉北港以外の港から輸出してもよいといったこと。B/Cの算定は確定値でされており、事業評価の判断はそれで良いが、競争に対する対応について、シビアに付帯状況をコメントとして書いたらどうか。例えば、中古車の伸びが思ったほどでなかった場合の代替貨物を考えるということは背後圏の産業の違った人達に、改めてヒアリングして港湾と産業間ネットワークを構築することやポートセールスについてもこのような戦略を持っているなど、２つの競争に対して一応の対策をとっているので、この確定値の判断で良いといった説明があってよいかと思う。

　　助松地区がユニットロードに特化するということだが、ユニットロードにふさわしい貨物は十分にあるのか。助松の稼働が下がっても、計算は陸上輸送の削減効果として行っているために港湾のバースの稼働率が上下する部分の便益計算が埋もれていることについて、どう判断したら良いのか。
⇒［都市整備部港湾局］
産業間競争については、日本に限らず他国から輸入すれば良いといった話であるが、日本の車は信頼性の高さ、日本人の車の乗り方がきれいなことなどから、外国の方から高い評価を受けていることを船社や港湾利用者から聞いている。また、港湾間競争については、汐見沖地区に大きなヤードが確保可能であり、さらに賃料も他港に比べて安いということで、中古車オークション会場がある大阪・神戸からもわざわざ堺泉北港に運んで保管し、輸出をしている現状があり、港湾間競争に対するポテンシャルは高いと認識している。
また、ポートセールスについては、大阪・東京での需要の掘り起しや地元市及び関係する協会への情報収集などの活動を行っている。

　　なお、稼働率については、コンテナの将来推計も実施しており、それぞれの岸壁で利用水準（1000ﾄﾝ/m）を超えていることから助松の稼働率も維持できることを確認している。
○　中古自動車の輸出量が右肩上がりとなっているが、投資の意思決定の過程では、推計値に対して一定の変動リスクをみておく必要がある。例えば、２割上下した場合、B/Cがどのようになるのか計算結果を示していただきたい。また、２割といいましたがリスクの割合の考え方も教えてほしい。

　　横持ち費用の削減が便益とのことだが、全体として効率的に利用することによる便益もでてくるし、そのための費用もあると思う。堺泉北港全体として将来の便益もみておかないと、何となく横持ちだけではイージーな感じがする。

⇒［都市整備部港湾局］
変動リスクについては、国土交通省のマニュアルの中で、上下10%、建設事業費も上下10%変動した場合を計算することになっており、次回、計算結果を示す。

便益算定としては、簡易的なものでないと定量化できないことから横持ちのみで示させていただいている。定性的なものとしては、横持ちがなくなることで臨港道路の出入り口でトレーラー等の輻輳がなくなり、結果として交通事故リスクが減るといった分析もしている。評価調書の活力において列挙している。
○　B/Cの10%変動の件について、細かい数字はお持ちでないとのことだが、この結果をみるとそんなに大きく変わらないと考えて良いのか。
⇒［都市整備部港湾局］
　　はい。
○　事業目的における働き方改革が浮いている。これに向けての取組は。業者任せなのか。
⇒［都市整備部港湾局］
ドライバー不足が深刻化する中、RoRo船は貨物のみが移動するのでドライバー不足への対応としてニーズが増えており、船を大型化していきたいとの要望がある。民間としても我々と同じ方向で進めている。

○　モーダルシフトは、BCPの観点から進められようとしている企業がいる。災害発生時にトラックだけに依存しない代替手段を事前に持っておくことを考えているので、働き方改革、モーダルシフトを目的にいれるのであれば災害時のBCPもあってもよいのではないか。

⇒［都市整備部港湾局］

助松地区の一部の岸壁は耐震強化岸壁として整備されているので調書にそのような観点も加えたい。

○　上位計画である港湾計画が何回か策定されているが、この事業が今の時期になった理由は。

⇒［都市整備部港湾局］

港湾計画は概ね１０年毎に策定されている。１０年間で整備する内容を盛り込んでいるが、予算や需要もあり、優先順位をつける中で今になったということ。
○　働き方改革についてもう一度、説明をお願いする。

⇒［都市整備部港湾局］
ユニットロードターミナルは、コンテナとあわせてRoRo船の貨物を扱う。陸送であればドライバーが運転して持ってこなければならないが、RoRo船で扱う貨物は船に貨物だけを載せて移動することとなり、長距離輸送のドライバーの負担軽減につながる。

○　今の話は、整備する岸壁ではなく、跡地利用の関係ですね。ユニットロード貨物に特化できれば、長距離トラックが減り、ドライバーの人達が休めるということですね。

⇒［都市整備部港湾局］
埠頭の再編が行われるので港全体が改善され、新規岸壁ではないが助松埠頭において間接的にも有効であることを説明したもの。
○　目的の３本柱の一つとしてはどうかと思うが主旨は理解。
⇒［都市整備部港湾局］

国の働き方改革を推進する施策のひとつで、物流総合効率化法あり、法に基づく計画を策定した船社は支援が受けられることとなっている。北関東からの定期航路をもつ船社は、本法による認定業者となっており、働き方改革に貢献している。我々もこういった会社のRoRo船大型化に対応していくため、助松地区でのユニットロード化を進めていく方針を設定し、ユニットロード貨物を助松地区に集約化していきたいという主旨で記述している。

○　できればもう少し分かりやすく記載願いたい。

○　中古車は増えていくということだが、RoRo船の将来動向は。働き方改革の前提として増加していくといったことがないと、現状維持ではメリットと言えないのではないか。

⇒［都市整備部港湾局］
定性的な説明になるが、船社のヒアリングの結果、船舶をさらに大型化して貨物を増やしていきたいとの話をいただいている。我々よりもっとシビアな計算をしているであろう船社も働き方改革の中で、今後、陸運から海運に変わっていくであろうと考えて大型化を進めている。
○　輸送業者が自分のビジネスとして、多くの貨物を早く荷痛みなく運ぶ企業戦略を考える際に、人手不足なので自分達の抱えている労働者を適切に労働させていくことも非常に重要な要素となってきたということをヒアリング等で実際に確認できていることを示していただければ、この話がどれぐらい重要かを理解いただけると思う。
◆［部会長］
本日いただいたご意見と評価調書の論理的な構成ということはあるが、その結果によって対応方針である「事業実施」に大きく影響するようなものではないと判断される。よろしいか。

異議がないようなので、対応方針としては原案通りお認めいただくこととし、次回、追加説明をお願いする。
（２）その他

◆［部会長］

今年度の審議予定案件５件について、一括して府民意見と意見陳述の募集を行いたいと思うが、異議がないようなので、募集の手続きをお願いしたい。

◆（現地視察について）
日　　時：平成30年６月６日（水）、15日（金）

視察箇所：①堺泉北港汐見沖地区国際物流ターミナル整備事業〔泉大津市〕

②蜻蛉池公園整備事業〔岸和田市〕

◆［部会長］
以上をもって、本日、予定していた審議は、すべて終了したが審議時間のほうがまだ残っているので、視察先として決定しました公園整備事業について、概要説明を行っていただくというのはどうか。異議なしとのことですので、このまま公園事業の概要説明を事務局からお願いする。
◆［都市整備部都市計画室］

配布した「追加説明資料」に基づいて説明。

（蜻蛉池公園整備事業）
・大阪府岸和田市に位置する府営公園
・全体計画面積は、124.7ha、うち57.6ha（Ｈ29年度末）の区域を開設

・泉南地域のレクリエーション施設の拠点として、昭和38年に計画され、蜻蛉池をはじめ大小30余りの溜池と既存の樹林地を活かした、総合的なレクリエーション機能を備えた広域公園として整備を行っている。

・上位計画としては、みどり関連では「みどりの大阪推進計画」、「岸和田市みどりの基本計画」、「大阪府公園基本構想」。防災関連では「大阪地域防災計画」、「広域的支援部隊受入計画」、「岸和田市地域防災計画」。

・公園の南側を開設しており、大型遊具を備えたゾーンやテニスコートなどのスポーツ施設を含んだ広域的なレクレーションの公園としてオープンしており、年間約80万人の来園者がある。
◆［部会長］

ご質問等はないか。

○　防災関連について、昨年度案件では地域の住民が避難してくることになっていたが、今回の公園は。
⇒［都市整備部都市計画室］

広域避難場所としての位置付けがある。

○　みどり関連と防災関連と二つの目的があるが、どちらの優先度が高いのか。もともと、みどり関連で昭和３８年に始まったが徐々に防災が入ってきたということか。

⇒［都市整備部都市計画室］

当然、公園なのでみどりのネットワークだとか環境、景観といった大きな目標に基づいて拡大しているが、その中の視点のひとつとして防災の視点が昨今注目され、公園機能のひとつとなった。

○　一部の事業が出来上がっていて、それが追加されて全体となった時の費用便益の考え方は難しい。最初は公園全体で設計されたと思うが、これから対象とするエリアと既にできあがっているエリアにおける人の往来、みどりの一体化など、総合的な設計との関係性はどんな考え方になっているのか。設計が何十年も前なので情報があれば、今後、説明いただき、それを知ったうえで審議に入りたい。
◆［部会長］

残事業B/Cなのか全体B/Cなのかということと、去年度も議論になったが認可区域の話なのか全体の話をしているのかを予め整理をしていただいたうえで説明いただきたい。
◆［部会長］

　　本日予定していた審議は以上をもって終了する。
以上
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